
参加者への伝達事項（１／２）

＜zoom操作について＞

● サインイン後、スピーカー、マイク音声テストをお願いします。音声が聞
こえない場合、お使いのＰＣの音声が０になっている可能性があります。
また、スピーカーを１００％にしてもＰＣ越しの音声が聞こえにくい場合があ
ります。その場合、外付けスピーカーやイヤホンを活用するなど参加者側
で調整をお願いします。

● マイクは共有した状態で使用します。

● ギャラリービュー（全員が均等に表示）は参加者側の操作になります。

● 滋賀労働局の表示名は、労働局（藤木）、労働局（大塚）及び労働局（
島津）です。

● ワークショップ終了後、アンケートの記入にご協力をお願いします。チャ
ット機能を本番時にアナウンスしますが、ＦＡＸでも構いません。

滋賀労働局 雇用環境・均等室



参加者への伝達事項（２／２）

＜ワークショップの進め方について＞

● 開始間もなく、本資料を用いてワークショップの進め方について１０分ほ
どガイダンスいたします。

● 全員でワークショップ作業シート（付箋模様の模造紙）の画面を共有し
ながら、労働局記録係が、参加者の意見を作業シートに入力していきま
す。参加者側での特別な操作は一切ありませんので、自社の現況や、
お互いの情報交換、情報共有にご専念ください。

● 作業シートは、「現状の問題点」、「ありたい姿」、「原因」、「改善策」、
そして「はじめの一歩」で構成しています。
「はじめの一歩」は、終了後の決意表明のようなものですので後回しに

し、各社の「現状の問題点」→「ありたい姿」→「原因」→「改善策」を参加
者同士で共有しながら、時間の限り繰り返していく予定です。（★当日の
進捗状況によっては変更する場合もあります。共有事項はオフレコ。）

● 参加者自身も自席で作業シートを作成していかれてはどうでしょうか。

滋賀労働局 雇用環境・均等室



生産性向上＆業務効率化
のためのワークショップ
～労働時間の縮減、

年休取得促進に向けて～
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・問題解決型

・参加者が主体

・自分の知識・体験が役立つ

・行動の変化につながりやすい

・参加者の相互作用による

偶然性が発揮される

ワークショップとは？

ワークショップ型研修 スクール型研修

・知識伝達型

・講師主導

・一時に多くの人が

学習できる

・内容が一律

「ファシリテーター」が
お手伝いします。



１．「課題・問題点」と「ありたい姿」を

言語化する

２．課題・問題点の原因を考える

３．改善策を考える

４．一人ずつはじめの一歩を発表する

本 日 の ゴ ー ル

働きがいのある職場を目指して



【前提】ワークショップはグループの協働作業

互いを大切に扱う「安全な場」づくりが肝心！

①対等な関係で、他者の意見を聴く。

・・・まずは受容しましょう。

②たくさんの素直な意見を出し合う。

③愚痴や文句にとらわれず、前向きに。

④ゼロベースで考えてみる。

⑤無理にまとめなくても大丈夫！

ワークショップのグランドルール



ＳＴＥＰ１：操作確認・自己紹介

・グループ内で自己紹介をしましょう。
名字・業種・職種・一言コメントをお願いします。

自己紹介

操作確認

・作業シートの画面共有はできていますか？
・皆さんの顔は見えていますか？

・音声は聞こえますか？



ＳＴＥＰ２：話し合うテーマ

生産性向上＆業務効率化
～労働時間の縮減、

年休取得促進に向けて～

テーマ

ＳＴＥＰ３：グループワークを始めましょう





ワークⅠ：現状の問題点
①問題点・課題について、どんどん意見を出し合いましょう。
②マイクは順番に回していきます。
③作業シート（付箋模様の模造紙）への記入は労働局
記録係が行います。参加者側での特別な操作は一切あ
りませんので、自社の現況や、お互いの情報交換、情報
共有にご専念ください。



ワークⅡ：ありたい姿
現状の問題点・課題に対して、「本当はこうだといいな」と思う状
態について意見を出し合いましょう。実現できるかどうかは、ひと
まず考えなくても大丈夫です。



ワークⅢ：原因
①現状の問題点やありたい姿とならない理
由について、意見を出し合いましょう。
②①の意見を考慮しながら、「原因」をカテ
ゴリに分けてみましょう。

～カテゴリ分けのヒント～
人・もの・コスト・仕組み・風土・情報・
外部要因 などなど



ワークⅣ：改善策
①「原因」に対する「対策」について意
見を出し合いましょう。
②実現できるかどうかではなく、どうすれ
ば達成できるかを考えましょう。



ワークⅤ：はじめの一歩
「改善策」を実行するにはどのようなこと
から始めればよいでしょうか？自社の取
組みとして可能なものを検討し、発表し
てみましょう。



１ 課題・問題として話し合われたこと

２

本日のまとめ

はじめの一歩の発表

３

１に対し、本当はありたい姿として望まれていること

３の原因に対し、改善策をこう考えた４

２のありたい姿にならない原因をこう考えた

５ 改善策に取り組むための初めの一歩としてできること



ＳＴＥＰ１：操作確認・自己紹介
ＳＴＥＰ２：話し合うテーマの確認

ＳＴＥＰ３：ワークⅠ→Ⅱ→Ⅲ→Ⅳ
Ⅰ 現状の問題点（洗い出し）
Ⅱ ありたい姿を話し合う
Ⅲ 問題点の原因を考える
（原因をカテゴリに分ける）

Ⅳ 改善策を考える

意見の出た現状の問題点の数だけワー
クⅡ→Ⅲ→Ⅳを繰り返す。
※時間切れの場合はご容赦願います。

ＳＴＥＰ４：ワークⅤ
洗い出した現状の問題点に対し、
初めの一歩としてできることを発表

約５分

問題点の洗い出しと、
一つ目の問題点の
Ⅱ→Ⅲ→Ⅳで約20分

３～４つの問題点に
ついて、Ⅱ→Ⅲ→Ⅳを
繰り返します（１つに
つき約10分）

約10分
今後の取組みに活か
していただくため、情
報共有します。

グループワーク・タイムスケジュール（目安）


